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オオエンコウガニの配偶行動とシンカイ
ヒバリガイの摂餌生態について

ー「しんかい2000」タイプ#542
（南奄西海丘Ｃ海凹）潜航報告－

太田　 秀＊1　金　 東成＊l

南西諸島 Ｄ海域（・ 愈西淘丘:28 ’23.50’Ｎ ； 127゙ 38.50･Ｅ,700m ）での「しんか

い2000」のダ４プ＃542で，オオエンコウガニの雛が雌を抱雛し，運ぷ配偶行動が

ａい頻度で観察された．深海生勧の繁殖の|司馴性 一周闊性を示唆するものとして注

目 される．

シンカ４ヒパリガ･1蔔の鰓に共生するメタン酸化型訛学合成細繭の同宗･pに，蘭

潁胞が篦繊から遊離する現象を発見した．いずれこれら遊離細胞の大･部分は経口的

に消化竹に両摂取されると考えられる．この槻構はおそらく，１）共生体の周辺讀

駒への感染，２）共生休の週増殖による菌繽詢蚰壊の危険の回避，３）共生体や菌

綱胞の老化の処理機構である可能性があり，熱水噴出孔生物の創・ とのr 共生関

係」のダイナミズムの視野を拡大するものである．

他の熱水性の軟体動物に比ペシンカイヒパリガイ顛は細菌を匍に共生させ，化学

合成的にエネルギー摂収ができると同時に，経口的|二懸濁食を行いうる泯合食省で

あった．この蚓が小卵多産型の幼生分散様式をもつこととあわせて．広範な地理学

的分布と熱水活勁の朷賜，斷蟲ljl，さらには裏退191にも適応できるという生態学的

特性と一敗する．

Coupling  behavior of deep-sea red crab and the nutritional

ecology  of vent mussel  observed during the Shinkai 2000

Dive  #542  surveying hydrothermal  vent fieids on

the South  Ensei Knoll, Okinawa  Trough,  Japan

Suguru  OHTA*2  Dong  Sung  KIM*2

Duiing  the dive #542  of the Slunkai  2000  surveying  die hydrothermal  vent

fields on  the Souih  Ensei  Knoll,  Okinawa  Trough.  Japan  (May  26, 1991  '

28*23.50'N  ; 127 °38 50  E, 700m),  the  coupling  behavior  of  deep-sea  red

crab  was  observed,  and  the eoiteclcd samples  of vent mussels  levcalcd several

special adaptation  mechanisms  to the unstable vent environments.

The  deep-sea  red crab, Geryon  tiffinis grnnulams  were  encountered  4 times

during  the dive, and  in two  cases of  the four  in coupling  behavior.  Larger

＊ １　 東 京 大 学 海 洋 研 究 所

＊ ２　 ０ｃｅａｎ Ｒｅsｅａｌ･ch InsLilulc. University ｏr Tokyo

Proc. JAMSTGS Symp, Ｄｅｅｐ Ｓｅａ Ｒｅs. （1992 ） 279



male  embraced  and  carried smaller female  within the span  of its walking  legs.

The  back  of  the female  faced  to  the  ventral side, and  they  were  not  In

copulation. Probably  this is one  of the steps of the coupling behavior.  During

other  observations, they  were  in  copulation  with  their ventral sides  facing

each  other  Further  information  is needed  to ascertain, the synchronization  of

copulation  and/or  breeding  among  the organisms  of bathyal depths.

Vent  mussels, Bathymodiohis  sp. gregariously  encircling the hydrothermal

vents  in a cauldron  on  the South  Snsei  Knoll  housed  chemosyntheiic  bactcria

within  the bacteriocytes on  the gill filaments  TEM  observations  of  stackcd

lamellae  within  the  symbionts  suggested  methane-based  chemosynthctic

metabolism.  H  was  also revealed  that some  part of the bacteriocytes left the

endothelium  of  the  gill, forming  round  free cells. Probably  they  must  be

again  collected through  filtering function  of  the gifts, and  ingested  through

functional  digestive tract. The  peculiar mechanism  might  serve  to  1) infccc

another  bacteriocyies and/or  hosts 2)  evade  the danger  of  over-population

of  symbionts  within bacteriocyies ; 3) to overcome  the senility of the host and

symbiont  cells. This  finding widens  the dynamism  of the mutaltstic symbiosis

among  vent  organisms.  Together  with the  reproduction  by  vast numbers  of

planktotrophie  small eggs, the mixotrophic  nutrition of the mussel  ensure  the

inhlbitants during  pioneering,  thriving and  declining  phases  of vent  activity

succession.

１．は じ め に

地球内部からの湧水に含まれ,る物質を化学合成

的に利用する生物弾集の特異性については，現今

ではいうを待たない事実となった。しかし，海洋

の生物圏における化学合成生態系の量的な評価は

なかなか困難である。畩者らは化学合成生態系に

おける生物巡程の特異性を明らかにすることを短

川的目標に定め，生態学的に地球フラックスへの

寄与および止物地理学的分布と系統進化学的陂点

を長期目標として各地の熱水噴出孔生物昨集や冷

湧水生物群集の比較研究を継続してきた。平成３

年度の「しんかい2000」タイプ＃542による調査

もこの←一環をなし，沖縄海盆南奄西熱水噴出孔生

物群集のマッピング ，群集構遥の解明・生物過程

の調査用のサンプルを得ることをめざした。しか

し，海況悪化のため，タイプ調査を中断せざるを

えない事情に辿られ，予定された観察・採集は必

ずしも満足のゆくものではなかった。本海域の生

態学的概説については他に挟ることにし，途中に

出会ったオオエンコウガニの分布と配偶行動，南

奄四熱水噴出孔生物群集の卓越種であるシンカイ

ビ バ リ ガ イの摂 餌 ・ 化学 合 成 細 陶 との共 生 法 の特

異 性 に つい ての 新 た な知 見 を報 告 す る。

２ ．研 究 方 法 およ び 潜 航

タ イプ ＃542 は 平 成 ３ 年 ５ 月26 日 ， 艇 假 桜 井 利

明 氏 。艇 長細 佐 鈴 木 晋一 氏 ，観 豪 者 は太 田 の倣 み

合 わ せ で ， 南 西 黯 鳥 Ｄ 海 域( 南 奄 西 海 丘:

28‘23.5()'Ｎ : 127 °38.50'Ｅ ； 700m) を 中 心 に 行 わ

れ た。 サ ンプ ルバ スケ ッ トには塩 ピ 製保 温密 閉 容

器お よ び的 易型 ベ イト ト ラ ップ ３台 を婆 伽 した 。

小 前打 ち 合 わせ に よ る作 業 目標 は ， １) 熱 水性

生 物 群 集 の お もな 構 成要 貝 であ る シロ ウ リ ガ イ類

・ シ ンカ イヒバ リガ イ類 ・ ハ オリ ムシ顛 ・ 十脚 甲

殻 類縛 を な るべ く多 種採 集 する こ と， ２) 熱 水成

分 の化 学 合 成的 利 川 共生 細 齧の 検 索 の た め の材 科

を採 取 す る こ と，3J 外 付 け スチ ルカ メ ラ お よ び

ＴＶ に よ り良 好 な 映 像 記 録 を撮 影 し， マ ッピ ン グ

と定jlt化 を 図る こ とであ っ た。

09 : ･17に 潜 航 を圓 始 し ，10:47 に 目 標 地 点の 近

く ，Ｃ 海PII( 海 釜) の 東北 東 内 壁G76S, に 翦 底 し

た。 そ の内 穩 は 煬 裂 火『|状 の急 峻 な も の であ り｡
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白い鹿角珊瑚状および巨 大なイソカイメン状のお

ぴただしい海綿類（白色および黄色）に被覆され

た灰褐色の岩賀は流紋岩・デイサイト質を思わせ

るが。 直感的には軽石・凝灰岩様の岩体が, in

situで 曲隆 しつつ巨大な スラブ（５× ５×1  m

級）に破砕したものに見える。 約?00m で平坦と

なる海凹底の底質は軽石状の露岩間にスコリア性

の細哺（紬色）もしくは租砂（灰緑褐色）が覆っ

ている。箜iiiのガリから供給され，かなりの強さ

の底層流でIJニェ ーシ。ンを伴って均されたこの

創礫・顋砂の被覆ｶ９豕いものであることは，鹿角

状の海綿が低い小露岩に付着しつつ万遍なく見え

ることから判定できる。着底畤の水温は7.70℃｡

流向流逮240’方向へ0.1 kl。tであった。儂かな液

状二酸化炭索 のパプ リングが観察窓を通過する

が，活発な熱水の兆候は特にない。ただし，海巴|

庶にはシンカイヒバリガイの死殼の炭酸カルシウ

ム分が溶食され，般皮のみが海苔巻状に収り残さ

れたものが敵乱する。おそらく高濃度の炭酸によ

る海水のpH が低いのであろう。また，白色変色

域がそこここに視認される。

褐色の堆積物が貯留する内壁上の小さなベンチ

にシロウリガイの死政がおびただしく敵乱するの

を数箇所で視認したか。生只は極めて疎らで，着

座し1r採集するのは不可能に近い。高密度のシロ

ウリガイ類，シンカイヒパリガイ類。ハオリムシ

類を指標として，濃密な熱水噴出孔生物群集を発

見すべく，ほほ260°方向に探索を続けた。

その途次配糾行動coupling  4*のオオエンコウ

ガニに数回出会い，観察を行いつつ海凹底の北西

部の熱水生物群災に近づき。シンカイビパリガイ

ーエンセイェソイバラガニを瞹占種とする靜濃で

採築と観察を闢始した。しかし，この作業に入っ

た直後，海況悪化のため調査を中断し，浮上を詞

始せよとの連絡をうけた。13:31 に離底，14 : 03

に浮上した。

３．観察と成 果

３． １　概　　 脱

潜航中にであ った代表的 な人型生物は次 のよう

な ものであ った．

僉塾型 匹 忿こ

ムラサ キヌタウナギ． メクラウナギ．アカ ギンザ

Proc､JAM  ST EC Syrrp. Ｄｅｅｐ Ｓｅａ Res. （1992）

メ ， ギ ンザ メ ， ギス， ソト オリ イワ シ( 頭 部 を 下

に 鰓 を広 げ ， 海底 上1  ― 3 n に 静 止 し てい る) ，

オ キ ア ナ ゴ ， ソ コ ダ ラ 瓢(jVcal114z ･･igrodo･ ｕlllｓ

？) ， キ ンメ ダ イ． ク ズ ア ナ ゴ， ト ピ ツ カエ イ，

カ ジ カ 科 の １ 種 ， イ モリ ザ メ， カ ナ ガ シラ 類 ，

17c・ 級 の 側屆 し た イ タ チウ ォ ， ゴカ ク ビ ト デ科

の中 型 ヒ トデ 顫 ， ミノヱ ピ ， トゲエ ピ 顫な ど．

熱 水 群 集成 分 ：
－

シ ンカ イヒ パ リガ イ頚 ＆ 心･･･ldill･s sp･ ， シ ロ ウ

リ ガ イ 顴 Ｃ吟 芦夕･ｓ sp. ， オ ウ ナ ガ イ 類al･･

ｄｉｇｌｌｄｅ sp., jO く ね じ れ た ハ オリ ムシ 類， ゴエ モ

ン コ シオ リェ ピ ¨仙 。I洫 夕・s'･ sp.. 笠 貝 頌 な ど．

熱 水 会合 一周 辺 成分 ：

カ イメ ン頻 ，エ ゾバ イ顫 ，エ ン セ イェ ソ イパ ラ ガ

ニ ａ ｓlailjｓ ja･･･31㎡ な ど．　　　　　　　　 ．．

非 熱水群 築 成 分 と して は懃.鎖 が 目だっ た が． こ

れ は 熱水 生物 詳楽 を と りまい て． そこか ら流 れ出

る 有機 エ ネル ギー フラ ック スを扁 待 して の こ とで

あ ろ う． 熱 水 会合 一周 辺 成分は ．熱 水噴出 孔 域 に

も髯|集 す る が ，周辺 に も出現 す る観 類であ る． お

そら く， カ イメ ン類 は 懸 濁細 菌 を捕 らえ てい るも

の であ り， 巻 貝， イバ ラガニ 類は その大 きな 運動

性 に 裏付 け ら れた 行助 であろ う．

３ ． ２　 オ オエ ンコウ ガ ニ につい て

榊 航中 ．海 凹の 東 北 東内 壁 の斜 面で オ オエ ンコ

ウ ガニに ４ 回遭遇 し， うち ２例は 配偶 行 動中 と思

わ れた．10 : 55 に 単 独 性の 碓 オオエ ンコ ウ ガニ.

10:59 に は 大型 の雄 オオエ ンコ ウガニ が 極 めて小

型 の雌 胴 体を跂脚 と 歩脚の スパ ンのな かに抱 擁 し

てい る もの を発 見 し.11:16 に は 単独 で歩 行中 の

雄 オ オエ ンコウ ガニ を． そ し て11 : 16 に は 抱擁申

の オ オエ ンコウ ガニ を停船 し， 詳し く観 察 ・記 録

した． オ オエ ンコ ウ ガニ属 は 深iltl の 大 型の短 尾

類 で， 大 西 洋の 東;=;1お よ び西 岸の秡 は 水産的に 利

用 さ れ てい る が， 本 邦周 辺 では 水産 上 重 裂な資 源

とみ な さ れな が ら ，多 巌 す る 雌域 や生 懇 が不 詳

で， 水産 的には 実 質上 未利 用 の状態 に あ る．

ま ず ． そ の 形 質 を レ ビ ュ ー し て み よ う

(Miyake.  1973 ； Sakai, 1976 ； Takeda. 1975.1962

；Takeda and Okulani. 1983) ． オ オエ ンコウ ガニ

Ｇｇり･ａ･･ ａ炉･14 ｒ・･･l･laljlj Sakai』978 は オ オエ ン コ
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ウガ ニ 科 に 含 め られ ， 雄 は甲 長15cm ， 甲 帽1 ＆ ｍ。

雌 は やや 小 さく 甲 輜13cm 級 で 。 軽 度 の性 的 二型

を示 す 。 体色 は 黄 褐色 の 個 体 と深 紅 色の 個 体 と二

様あ り。 さら に 若い 個 体 は 紫色 を蜀 ぴる が ，同 観

と考 え ら れる 。 甲 僵は 甲 幅 よ り もわ ずか に 短 く，

甲羅 は 丸 みを帶 ぴ，あ ま り圃く ない 。 甲 面は 肝 域

と筱 側緑 で低 く 。 冐餓 か ら側 方 へ かけ て 隆起 して

い て ，甲 蛾 は や や 明瞭に 分 かれ てい る 。甲 の前 緑

の額に ４歯 あ り ，中 央 ２鈿 は 小 さ く笹 近す る 。 両

側 幽は 限 上 棘 とな る 。こ の眼 上韆 を含 め て甲 の前

側 禄に は ５幽 があ る が， 餡 ２，第 ４ 俔 が若 い 飼 体

で 既に 他 歯 よ り小 さく。 両 弟 ５傷 が 甲 の最 大 歯 と

な る。 大 癇 個体 で は 特に 第 ２，第 ４ 歯 が摩 滅 し不

明 晩な 盛 り上が り に 遇 ぎな くな る。 後 惻叙 は 前 餬

緑 よ り 長い 。 甲羅 の後 半 部 は 大小 の粒 で 覆 わ れ

る。 錯脚 は 腕 節 の内 隅に 強 大な １棘 を 有し ， 鑵 郤

では 基部 に 近く臼 齠 状 の歯 があ り ，中 位 から 末端

に かけ ては 甃 い三 角状 の幽 が あ る。 歩 脚 には 転 や

顆 粒 はな い 。 雄の 生 勉 孔は 第 ５軻の 底 節 に 闌口 し

てい る 。 本 邦 周 辺 で は 水深80 ～850m に 棲 息 し，

裸 海底 曳網 に時 折 かか っ て い る。 水深300 ～400m

が 分 布の中 心 と思 わ れ る。 地 理 的分 布 は 東京 湾 ・

相模 湾・Ξ 河 湾・南 紀 南 部 （みな べ） ・ 土佐 湾 ・

東 シ ナ海 ，廁 シナ 海 ・ イン ドi ヽシ ア沿岸 であ る。

本 種は 従 来 Ｇ・りmi  tris.夕i。・cs  (Herbst,  1803)

の 学 名 で 知 ら れ て い た が ， Ｇ. ａがi,１４ Ａ.

Milne-Edwards  &  Bouvier,  1894 に 改 め ら れ た。

その 後 さら に ， 日本 産 の もの は 鰓 ・胃 一心 域に 顆

粒 塊 が 甌 著 に み ら れ る こ と から ， 新 亜 種 Ｇ.・が･

･liｓ ｇ７１･l･･tains Sakai, 1978 が た て ら れ た。 ま た。

本 絹 は 従 来エ ンコ ウガ イ科の ｌ 属 と し て扱 わ れ て

い た が， オ ウ ギガニ 科 との中 間 的 な位 置 と考え ら

れ， オ オエ ンコ ウ ガニ 科Geryonidae Balss, 1957

と し て 独 立 し， オ オ エ ン コ ウ ガ ニ 属（;，り・,I

Kreyer,  1835 の み か ら な っ てい る 。 屈 名 の 由 来

は ギ リ シ ア神 話 のヘ ラ ク レス12 冒 険 譚 の 第10 話 で

彼 の棍 棕 で 退 治 される 胴 体 以外 が ３人 分 の 部分 か

らな る 牛 番 の怪 物Gery ｏｎ であ る。

世 界的 には こ の 他に ， ノパ ス コ シア か ら メキ シ

コ 湾 ， ブ ラ ジ ルilllま で の 大 西洋 西 部 の 水 深200 ～

1000m 程 に ア メ リ カ オ オヱ ン コ ウ ガ ニG.
 qiti
。･

gl･
■edei･
ｓ Smiti ， 】879， 大 西 洋 東 部に アフ リ カ 才 才

エ ン コ ウ ガニ Ｇ, 。alijls Manning  &  Hotthuis, そ
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し て ， ノル ウ ェ ー沖 か ら ベ ル デ 岬諸 島 まで の 大 西

洋東 部 ，宙 アフ リカ ， イン ド 洋 東部 ， オー ス トラ

リ ア東 岸， 北 太平 洋 中 部 （天皇 海 山 列1100m) に

か け て オ オ エ ン コ ウ ガ ニ モ ド キ Ｇ. ａが,･Ili冫 Ａ.

Milne-Ed ｗａｒdｓ ＆ Ｂｏｕｖieｒ，1894 ［ｓｙｎ.Ｇ. 垣 萼i-

llgｓ113　（11erbsl ，1803 ）］ が 知 ら れ て い る 。 い ず れ

も大 型 槌 で互 い に 類似 し た穩 であ り ， 漁 獲対 鎮 と

され て い る。

商 知 県 水産 歐勁 場に よ るガ ニ 籠 網に よ って オ オ

エ ンコ ウ ガニ の 水 蛮 的利 用の 予 備 調査 が 行 わ れ た

（Niiｙａ，1981 ）。 それ に よる と， 室戸illlの 水 深435

－610 『・， さ ら に 足 招 岬 岡 辺 で 漁 猥 され た が， 土

佐 湾中 央 都の 泥 底500m 以 深 での漁 狸 はな か・ た 。

鯛 査 の時 即jが 冬 季 に限 ら れてい た こ と。 少 数 回 の

試 験 操 業 で は あ っ た が ， オ オエ ン コ ウガ ニ が 本

米 ，海 丘 の 緑 や 大 陸斜 而 の 傾斜 地 の爲 岩 のあ る と

ころ に多 く，梅 丘 の頭 上あ るい は 平 坦 地 の泥底 は

好 ま な い と い う 経 験 的 事 実 に対 応 す る と 思 わ れ

る。 本潜 航 では 南 奄 西 海 凹 の東 北 東 内 壁 の 岩 貿 の

斜 面 で ， シ ェ ル タ ーと し て 利用 で きる 立 体 的な 岩

塊 もし くは 霧岩 の あ る地 域 に覿 察 され ， 海 凹底 の

平 坦 而 では みら れ な か っ た 。和 模 湾 中 火 部 の相 模

堆縁 辺 で の 深海 カ メラ調 査 で も， 露 岩 のあ る地 域

に ま と ま っ て 観 測 さ れ （Ohla ，1978 ）， 一 方 軟 質

の 泥 底が 卓 越 す る駿 河湾 伊 豆 半 鳥 額 斜而 で はほ と

ん ど採 災 ・撮 影 され てい な い （Ohta ，1983 ）。

本潜 航 中 に 出 会 っ た密 度 から概 算 す る と ，一 見

籠 網 によ る 水 産利 用 が闡 時 でき そ うだ が 。お そら

く彼 らの 責 源 再坐 産力 は そ れほ ど 高 くな い であ ろ

う。 相模 湾 で は かつ て470 ～85am の 脆 網 に よる 試

験 的操 業 で かな り まと ま っ た漁 獲 があ っ た が， 短

期 的な 操 業 で す ぐ に 責 源 が 枯i 曷 して い る （渡 部

元 私 倔 ）。 ま た｡ ０rｌｍａｎｎ に よ る 東 京 湾 で の 報

告 ， さら に 伝 聞 で30 年 程 前 に80m 前 後 で の 漁 獲 報

告 があ る が ， 現在 こ れら の 陸 棚上 水 深で の 漁 獲は

ま ず期 待 で きず。 分 布 水 深 範 闢 も実 際 に は それほ

ど広 くない よう であ る。

潜 航 中に 出 会 っ た ４例中 ， ２例力哨己偶 行 動 中 で

あ っ た （前 年 と同 時 刈jの 翌1992 年 ５ 月29 日 の タ イ

プ に お い て も配偶 行 動 中 の ものﾇ11 已錨 され た ） こ

と から 。深 海 生物 の 交 尾 ・ 配偶 行 動 の叫調 性 と季

節 的 繁 殖 が示 唆 され た。 し か し， 例 数 が 少 な く，

こ れ を検証 す るこ とは 難 しい 。 一 般 に 本 邦 周 辺の
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●
以 深 の 漸 深 海 底 生 生 物 の 多 く は ， 常 時 低 い

割 合 の 個 体 が 抱 卵 し て お り ， 抱 卵 雌 の 頻 度 に 季 節

性 が あ る こ と を 積 極 的 に 示 す 証 拠 が 希 薄 で ， 陸 上

の 季 節 性 に 同 鯛 し た リ ズ ム を 積 極 的 に 支 持 す る 証

拠 が 極 め て 少 な い と い う の が 実 状 で あ る 。

さ て ， 前 述 の 配 偶 行 動 は 少 な く と も ２ つ の ス テ

・ プ か ら な る と 思 わ れ る 。10:59 お よ び11 : ｝6の

行 動 は 抱 擁embracing も し く は 確 保securing の

状 懇 で あ り ， 大 型 の 雄 個 体 が ， や や 小 型 （ 甲 幅 に

し て3/4 －1/2 ） の 雌 個 体 を 自 分 の 腹 面 に 抱 え 歩 い

た り ， 海 底 に 着 座｡し た 雌 を 自 分 の 鎬 脚 の 範 囲 内 に

確 保 す る も の で あ る （写 真 １ 参 照 ）。 雌 は 甲 背 面

を 靠 の 破 面 に 向 け る 。 従 っ て 交 尾 は 行 っ て い な

い 。 お そ ら く 交 尾 前 の １ ス テ ッ プ で あ ろ う 。 近 づ

く 潜 水 艇 に 対 し ， 雄 は 雌 を 抱 え て 露 岩 の オ ー バ ー

ハ ン グ に 逃 げ 込 も う と す る 。1992 年 の 観 察 例 で

は ， 雄 と 雌 と は 正 面 に 向 き 合 い ， 双 方 と も 腹 部 を

下 に 闘 い て 明 ら か に 交 尾 姿 勢 を と っ て い た 。

３ ． ３　 シ ン カ イ ヒ パ リ ガ イ の 化 学 合 成 細

菌 と の 共 生 棡 構 の 特 異 性

本 潜 航 で 採 集 さ れ た シ ン カ イ ヒ パ リ ガ イ 励 拍･

戸 ｓliallls sp. に つ い て ， 解 剖 に よ り 食 性 を 調 査

し
， 鰓 の 透 過 型 電 子 顕 微 鏡 と 光 字 顕

微 鏡 観 察 に よ

る 共 生 化 学 合 成 細 菌 の 検 索 を 行 っ た 。

シ ン カ イ ヒ バ リ ガ イ 類 は 綴 能 的 な 餌 の 濾 過 と 呼

吸 の た め の 糸 鰓 型 の 鰓 と ， さ ら に は 消 化 管 を も っ

て い る 。 従 っ て 周 辺 海 水 に 態 濁 す る 化 学 合 成 細 薗

の 菌 塊 の 濾 遇 食 だ け で も ， 個 体 の 維 持 に 必 要 な エ

ネj レ ギ ー の か な り の 部 分 が 鮪 え る と 想 像 さ れ る 。

し か し ， そ の 鰓 糸 横 断 而4 ま僵 軸 方 向 に 著 し く 伸 長

し ， 鰓 の 大 部 分 を 単 層 上 皮 組 織 を な す 菌 細 胞

baeteriocytes が 占 め て い る こ と か 光 顕 ・ 電 顕 観 察

か ら 示 さ れ た 。 共 生 細 薗 は 菌 細 胞 の 外 側 に 集 中

し ， ま た ， 菌 体 内 のstacked la ・ellae 構 造 の 存 在

か ら 形 憩 学 的 に メ タ ン 酸 化 型 化 学 合 成 細 菌 と 判 定

さ れ た （ 写 真 ２ ， ３ 参 照 ）。 共 生 齷 体 は 比 較 的 大

き く ， 菌 細 胞 あ た り の 内 在 共 生 体 数 は シ ロ ウ リ ガ

イ 類 （Ｃａｊ淨 鈿ｇ１１１ａ sり６ａｌ : Endow ｄ ６ｊ.｡1987 ；

Ｃａ卵 如屏・ａ SPP- （ 金 ・ 太 田 ： 未 発 表 ））， ハ オ リ ム

シ　LfttHtttibrackia　sp. や　 ヒ　 ゲ　 ム　 シ

（ｐ・衂nopllo ｒans ） 順 （ 金 ・ 太 田 ： 未 発 表 ）， ワ ダ

ツ ミ リ ン ゴ ガ イjl 而li ご。icha  kessleri  (Stein  et  al..

Ｐri）ｃ- JAMSTEC Ｓ即p. Ｄｅ夘 Ｓｅ８ Res. （1992 ）

1987 ； Endow ＆Ohli,1989 ）， ヨ モ ツ ヘ グ イ ガ イ

（０１１ｓｓldla ･iifari 【Ifremtria ｓｓll･ijfi】） （ 金 ・ 太

田 ： 未 発 表 ） な ど と 比 較 し て ． Ｚ 桁li ど 数 が 少 な

い 。 ま た ， 菌 細 胞 に は 微 絨 毛 が な く ， 介 在 細 胞 に

の み 見 ら れ る 。 リ ソ ソ ー ム 中 に も 共 生 細 菌 が 見 え

る が ， こ れ は 増 え た 共 生 体 が 溶 か さ れ 。 宿 主 に 有

機 エ ネ ル ギ ー が 渡 さ れ る と 同 時 に ， 細 胞 内 の 共 生

体 書 度 を 制 御 し て い る も の と 思 わ れ る 。

た い へ ん 興 味 深 い こ と に ， ど の シ ン カ イ ヒ バ リ

ガ イ で も ， 高 頚 度 で 菌 細 胞 が 鰓 組 繊 か ら 抜 け 出

し
。 丸 み を 帯 び た 避 離 細

胞 と な る こ と が 注 目 さ れ

た （ 写 真 ２ ． ３ 参 照 ）。 遊 離 細 胞 中 に も 共 生 体 や

リ ソ ソ ー ム や 檳 が 見 ら れ る 。 し か し そ の 核 に 分 裂

像 が 見 え な い こ と か ら 増 殖 に よ る も の で は な く ，

ま た ， 遊 離 細 胞 の 体 積 が 鰓 翁 讖 の 細 茵 共 生 細 胞 と

ほ ぼ 同 じ 大 き さ で あ る こ と か ら ， そ の 破 片 で も な

い 。 ち な み に ， こ の 観 察 は そ の 後 ， 伊 平 屋 海 嶺 や

北 フ ィ ジ ー 海 盆 の 熟 水 喰 出 孔 か ら 採 集 し た シ ン カ

イ ヒ パ リ ガ イ 類 で も 碚 腮 さ れ ， こ の 類 に お い て は

正 常 に お こ る 現 象 と 考 え ら れ る 。

い ず れ こ れ ら 遊 離 細 胞 の 大 部 分 は 鰓 の 元 来 の 機

能 で あ る 腿 週 （ お よ び 呼 吸 ） 作 用 に よ っ て 再 び 集

め ら れ ， 経 口 的 に 消 化 管 に 再 摂 取 さ れ る と 考 え ら

れ る 。 現 在 消 化 管 内 容 の 光 学 顕 微 鏡 ， 電 子 顕 微 鏡

覿 察 を 実 施 中 で あ る 。 こ の 機 椢 は お そ ら く ， １）

共 生 体 を 周 辺 細 胞 に 感 粂 さ せ る 機 構 ， ２ ） 共 生 体

の 遇 増 殖 に よ ゐ 薗 細 胞 破 壊 の 危 険 を 回 避 す る 機

構 ， あ る い は ３ ） 共 生 体 や 蘭 細 胞 が 老 化 し た 場 合

の 処 理 機 構 の 可 能 性 が あ る 。 さ ら に は 周 辺 へ 化 学

合 成 エ ネ ル ギ ー が 溺 れ 出 る １ つ の メ カ ニ ズ ム と し

て ， 物 質 フ ラ
７ ク ス の 生

態 学 評 価 に も 極 め て 重 要

で あ ろ う 。

他 の 熟 水 性 の 軟 体 動 物 に 比 べ ， シ ン カ イ ヒ パ リ

ガ イ 類 の 食 性 は 特 異 で あ る 。 つ ま り ， メ タ ン 酸 化

型 共 生 細 菌 を 鰓 に 持 ち ， 化 学 合 成 的 に 栄 養 摂 取 が

で き る と 同 時 に ， 経 口 的 に 懸 濁 食 を 行 い う る 混 合

食 者 で あ る 。 こ の 穩 が 小 卵 多 産 型 の 幼 生 分 散 様 式

を も つ と と も に ， 食 性 の 切 り 換 え が で き る こ と

は ， 広 範 な 地 理 学 的 分 布 と 熱 水 活 助 の 遷 移 の 初 期

に は 先 駆 者(pinoneers) と し て も ， さ ら に は 極

相 お よ び 熱 水 活 動 の 衰 退 期 に も 越 応 で き る と い う

生 愈 学 的 知 見 に 対 応 す る 。 浅 海 に 此 ベ ー 駮 に 筒 が

不 足 す る 深 海 で ， 予 想 を 麹 え た 密 度 で 群 生 す る 適

勒



応機 構 の一 面 が 理解 で きよ う。 また， 本研 先に よ

っ て 熱 水噴出 孔 生鋤 と細 菌 と の 「共生 閥 係亅 が ダ

イナ ミ７ク な ものであ り， その 実体 の スペ ク トラ

ムを ひろげ る こ とが で きた。
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